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	応用
	抗原情報
	背景
	コアヒストン（H2A、H2B、H3、H4）のN末端リジン残基の脱アセチル化を担う。ヒストンの脱アセチル化はエピジェネティック抑制の標識となり、転写調節、細胞周期の進行、そして発生過程において重要な役割を果たす。ヒストン脱アセチル化酵素は、巨大な多タンパク質複合体の形成を介して作用する。ポリアミン脱アセチル化酵素（PDAC）は、N(8)-アセチルスペルミジンに優先的に作用するが、アセチルカダベリンおよびアセチルプトレッシンにも作用する（PubMed:28516954）。N(1),N(8)-ジアセチルスペルミジンに対する触媒活性は弱く、N(1)-アセチルスペルミジンに対する活性は極めて低い（あるいは全くない）（PubMed:28516954）。ヒストン脱アセチル化酵素活性はin vitroで観察されている（PubMed:11861901, PubMed:11726666, PubMed:11677242, PubMed:11739383）。また、MSH2の脱アセチル化にも関与していることが示されている（PubMed:26221039）。タンパク質／ヒストン脱アセチル化酵素活性の生理学的関連性は不明であり、非常に弱い可能性がある（PubMed:28516954）。神経芽細胞腫細胞において、オートファジー後期段階の促進、おそらくオートファゴソーム-リソソーム融合および／またはリソソームエキソサイトーシスに関与する可能性がある（PubMed:23801752, PubMed:29968769）。相同組換えにも関与する可能性がある（PubMed:21247901）。 DNAミスマッチ修復を促進する可能性がある（PubMed:26221039）。
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	（1）HeLa細胞溶解物、（2）3T3細胞溶解物におけるHDAC10発現のウエスタンブロット解析。

